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機械翻訳を使ってみよう！




  コミュニティ辞書は利用者間で
共有


  協調してコミュニティ辞書を作成

  コミュニティ辞書のコンテンツは
翻訳エンジン内に集積 
（e.g. Wikipedia）


  利用者の作成したコミュニティ 
辞書の権利は放棄 
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  提供ポリシーやライセンス形態の 
多様性を確保


  提供ポリシーやライセンスは 
提供者によって異なる


  GFDLやCreative Commonsな
どの同一のライセンスを採用
しているWikipedia等のコンテ
ンツの集積である集合知とは
異なる
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  言語資源の知財を保護する
ための機能が必要


  ユーザ管理

  アクセス制御


ワークフロー 
実行エンジン


＋

アクセス管理




言語グリッドの機能


世界中の言語資源（機械翻訳や辞書など）を共有


国際交流・多文化共生活動の言語サポート


ドイツ人工知能研究所


シュツットガルト大学


イタリア国立研究所

中国科学院


韓国国民大学
 国立情報学研究所


NICT 
NTT研究所

アジア防災センター


プリンストン大学


多言語情報共有


防災
 教育
 医療


多言語コミュニケーション
 医療受付翻訳


more more 

Google


タイ国立研究所


インドネシア大学
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言語グリッドサービスマネージャ


 言語グリッド利用者および言語グリッド上の言語資源，言語
サービスを管理するためのWebベースの管理ツール


言語資源のアクセス制約設定
言語資源の利用状況のモニタリング




言語グリッドの参加組織


17カ国118組織

【大学】（66）

      大阪大学，関西大学，関西学院大学，京都大学，東北大学，長岡技術科学大学， 
      名古屋大学，はこだて未来大学，北海道大学，立命館大学，早稲田大学，和歌山大学

      カトリック大学（韓国），韓国国民大学（韓国），上海交通大学（中国），インドネシア大学，

      シュツットガルト大学（ドイツ），清華大学（中国），プリンストン大学（アメリカ）， 
      ケベック大学（カナダ），コペンハーゲン大学（デンマーク）　など


【研究機関】（8）

      DFKI（ドイツ），CNR（イタリア），中国科学院，NECTEC (タイ)，国立情報学研究所，

      NTT研究所など


【NPO/NGO】（9）

      愛知県国際交流協会，アジア防災センター，NPO多文化共生センターきょうと，

      NPOパンゲア，川崎市総合教育委員会，川崎市立富士見中学校，

      多言語防災情報研究コンソーシアム　など


【企業】（社会貢献または言語資源の提供）（8）

      Google inc., 東芝，沖電気　など
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利用可能なサービス  
52カ国語48言語資源 
【機械翻訳】 

 （日本語, 中国語）,（日本語, 韓国語）,（日本語, 英語）, 
（英語, ドイツ語）,（英語, スペイン語）,（英語, フランス語）, 
（英語, イタリア語）,（英語, ポルトガル語）, 他42カ国語 

【形態素解析】 
 日本語, 中国語, 韓国語, 英語, ドイツ語, スペイン語, フランス語,  
イタリア語, ブルガリア語, ポルトガル語 

【対訳辞書】 
 医療分野：日本語, 英語 
 防災分野：日本語, 中国語, 英語, フランス語, 韓国語, スペイン語 
 学術分野：日本語, 英語 
 旅行分野：日本語, 英語, 韓国語, 中国語 
 学校分野：日本語, 中国語, 韓国語, ポルトガル語 

【用例対訳】 
 日本語，英語，中国語，韓国語，ポルトガル語, スペイン語, タイ語 

【概念辞書】 
 日本語，英語 



言語サービスポリシー


  【情報通信研究機構】 
  有償で販売しているEDR（概念辞書）を無償でサービス 
提供するのは困難 

⇒ 1000回/月，15KB/リクエスト 
（全データのDLに1年を要するレベル） 

  【高電社】 
  マーケットとして想定しているユーザに無償でサービス 
提供することはできない 

⇒ アクセス権の設定 
⇒ 既存のASPサービスへのアクセスをメンバ限定で公開 
（ASPサービスを購入することでアクセス権が付与） 

  【言語資源協会】 
  言語資源提供者の言語資源の配布を促進したい 
⇒ 言語サービスのアクセス権を販売したい言語資源提供者の
言語資源を原子サービスとして公開 



まとめ


 サービス指向集合知プラットフォームの提案 
 資源作成者が権利を保持したまま，自分のポリシーで 
資源を利用させることが可能 

 言語サービス管理アーキテクチャ 
 ワークフロー実行エンジンに外付けの機能 
 仮想エンドポイントを生成することで，アクセス制御・モニ
タリングの機能を挿入 

 多様な言語サービスポリシー 
 データ転送量，アクセス回数の上限 
  アクセス権限の設定 
 公開・非公開の設定 




